
ラフトボート仕様書 

                             

京 都 市 消 防 局 警 防 部 警 防 課  

 （担当：竹中、三本木 ０７５‐６７１‐２１１９） 

 

この仕様書は、京都市消防局（以下「当局」という。）に納入するラフトボートの仕様書につい

て定めたものである。 

 

１ 品名 

ラフトボート 

 

２ 仕様 

 ⑴ 定員          ６名 

 ⑵ 積載重量        ５３０ｋｇ以上 

 ⑶ 寸法（全長）      ３３６（±１０）ｃｍ 

     （全幅）      １５８（±１０）ｃｍ 

     （本体チューブ径） ４０（±２）ｃｍ 

 ⑷ 素材（本体チューブ）  ＣＳＭゴム製４層貼り構造 

 （船底エアーフロア）ＣＳＭゴム製３層貼り構造以上 

 ⑸ 重量（本体のみ）    ４３ｋｇ以下 

 ⑹ カラー         レッド 

 ⑺ 気室数         本体チューブ２、スウォート２、エアーフロア１ 

 ⑻ 構造等 

ア 船底部、本体チューブは別体となるエアーフロアで構成し、破損時に容易に交換できる

構造であること 

イ エアーフロアと本体チューブ間に間隙を作り、船内に流入する水を船底部から排水し、

船内水位を一定に保つ構造とすること 

ウ 本体チューブ両舷上面にチューブ保護のための補強布を貼り付けること  

エ 腰掛け用のスウォート（円筒型クッション）を２本備えること 

オ 左右両舷に舷側ロープを取り付けること 

 

３ 付属品 

  パドルオール４本、フットポンプ１個、空気充塡用エアーガン（当局所有の空気ボンベ（重

松製作所製：５３０ＣⅡＺ又はＭＳＡ社製：ＣＨ‐３０）を使用するもの）１個及びリペアキ

ット１セットを付属すること 

 

４ 納入数 

  １艇 

 

５ 納入期限 

  令和８年３月２７日（金） 

 

６ 納入場所 

  京都市消防活動総合センター 

  京都市南区上鳥羽塔ノ森下開ノ内町９４－４  

 

 



７ 例示 

  アキレス ボート ＲＪＢ－３４０ 

 

８ その他 

 ⑴ 船底部分に破損防止のための補強布（ゴム製）の貼りつけ、本体チューブ上部に取手を１

０か所に取り付けること（詳細は、当局係員と打ち合わせること） 

 ⑵ ボート本体両舷に耐水性、耐久性を有する丸ゴシック黒字で「京都市消防局」と名入れす

ること（詳細は、当局係員と打ち合わせること）  

 ⑶ この仕様書に疑義が生じた場合は、当局係員と協議すること。 

 ⑷ 受注者は、納入後６か月以内に故障等（当局の責に帰さない事由によるものに限る。）が生

じたときは、無償で修理又は取替等の必要な措置を講じること。  

   ただし、仕様上の欠陥による故障等は、当局の使用期間中保障すること。  


